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はじめに：１９６０年代、筆者は大学のｸﾗﾌﾞ活動で岩手県沿岸部の T 村の小学校を訪問
し、緑陰子供会を行っていた．当時この村は、汽車とﾄﾗｯｸを乗り継いで東京から約 20 時間
かかるという僻地の漁村であった．その後沿岸部に鉄道が通り、道路も整備され村は大き
く発展したが、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災に伴う津波によって、家々は流失し、鉄
道線路も破壊された．この村との交流は長く途絶えていたが、連絡を取ったところ、被災
者は全員 T 仮設団地に住んでおられる事が分り訪問することとなった．仮設団地世話役（女
性２名）の協力と保健ｾﾝﾀｰの了解を得て、仮設団地女性部希望者の意味ある作業開発を目
的に対象にこのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始めることになった．  
方法：当初ニーズ調査を計画したが、世話役や保健師からそのような調査は沢山行われ
ていると否定的な反応があった為、調査はやめ最初から具体的な作業を示して希望を聞き、
作業に取り組みつつﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを得て次の作業を考えることとした．なお、この研究は聖隷
ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学倫理委員会の承認を得て行い、ｱﾝｹｰﾄについては無記名郵送方式とし、投函を
持って同意が得られたものとした。  
結果：訪問①：７/5．昼食後、話合い．参加者 19 名（世話役含む）、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ:保健師．
趣旨説明し、可能な作業選択肢として「生ｷｬﾗﾒﾙ作り」「うちわ作り」「布草履作り」「歌」
「作文集作り」「話合と KJ 法」を説明し話し合い、次回の予定を検討．訪問②：9/16,17．
16 日：10～12 時「生ｷｬﾗﾒﾙ作り」及び「布ぞうり材料準備」．参加者 15 名．昼食．午後：「日
頃したいと思っていること」ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞと KJ 法によるまとめ．参加者 14 名．17 日： 9:45
～16 時：前日の KJ 法まとめ発表 15 分．布草履作り．参加者 18 名．全員片方完成．訪問
③：11/11．18～20 時．前回の KJ 法で、「ほっとする」の希望が出てきたため、「ﾃｨｰﾀｲﾑ」
と「祈りのたて琴」をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとし、夕刻に実施．参加者 19 名(子供 2 名を含む)．終了後
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸと今後の希望を知るため無記名のｱﾝｹｰﾄ用紙と返信用封筒を配布して回答を依頼．
こちらから出掛けたのは各回とも 3 名。作業の材料はほぼすべてこちらで準備して予め送
付、７月と９月は昼食の弁当を提供した。ｱﾝｹｰﾄのまとめ：回収数・率  </U>8/19(42%)。評
価結果：とても楽しかった・良かったを 5 とし、つまらなかった 1 として 5 段階評価。平
均値：生ｷｬﾗﾒﾙ 4.2、KJ 法 4、布草履 4,25、ﾃｨｰﾀｲﾑ 4,46、ﾊｰﾌﾟと歌 4.57、総合 4,85。今後
の希望：ｱｸｾｻﾘｰ作り、ｺｰﾗｽ、ｴﾚｸﾄｰﾝに合せて歌う、商品に出来るお菓子、講話とﾃｨｰﾀｲﾑ、
手作業とﾊｰﾌﾟの組み合わせ、野外での楽しい活動。感想：これまでこんな活動がなかった
のでとても楽しかった。前に進むことで生きてゆく楽しさ、如何に生き生活するか等々話
を聞きたい。この結果を参考に 2013 年 3/24,25 に訪問④：ｹｰｷ、ｱﾝﾃﾞﾙｾﾝによるｱｸｾｻﾘｰ、静
岡おでん作り及び歌の集いを行った． 15 名参加．終了後ｱﾝｹｰﾄ配布．返送依頼．集計結果
を次の活動に活かす予定．  
考察：対象者の反応を見つつ作業提供を行ってきた。ｱﾝｹｰﾄ結果より、これまでの単発
的活動は回答者からは概ね良い評価を得ていることが分ったが、今後更に意味ある作業の
開発ということを意識して続けてゆきたいと思う。  
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